
会
場
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
ブ
ー
ス
に

つ
い
て
の
広
告
が
掲
載
さ
れ

た
。
展
示
会
場
で
は
万
防
機

構
と
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
が

ブ
ー
ス
に
立
ち
、
国
内
外
の

小
売
業
者
な
ど
の
皆
様
と
情

報
交
換
す
る
予
定
で
あ
る
。

冒
頭
で
触
れ
た
『
ロ
ス
プ
リ

ベ
ン
シ
ョ
ン
東
京
２
０
２
６

の
共
同
宣
言
』
は
次
の
言
葉

で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
志

を
胸
に
秘
め
。

結
びロ

ス
を
減
ら
す
こ
と
は
、

利
益
を
守
る
こ
と
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

人
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

信
頼
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

地
域
社
会
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
し
て
小
売
業
の
未
来

を
守
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
今
、
こ
こ
東
京

に
集
っ
た
す
べ
て
の
仲
間
と

と
も
に
、「
安
全
で
、
安
心

で
き
、
持
続
可
能
な
小
売
店

舗
の
営
み
」
の
実
現
に
向
け

て
、
国
境
を
越
え
て
行
動
し

て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま

す
。
２
０
２
６
年
10
月
９
日

　

東
京
第
22
回
ア
ジ
ア
太
平

洋
小
売
業
者
大
会
ロ
ス
プ
リ

ベ
ン
シ
ョ
ン
会
議　

参
加
者

一
同宣

言
の
全
文
及
び
プ
レ
ゼ

ン
動
画
は
こ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
し
。

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

具
体
化
し
た
日
本
型
の
取
組

の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

京
都
コ
ン
グ
レ
ス
の
展
示

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
19
ペ
ー
ジ

に
は
、工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ（
日

本
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
協

会
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
防
犯
団
体
の
な
か
で

唯
一
掲
載
さ
れ
て
い
る
組
織

で
あ
る
。
そ
の
責
務
を
踏
ま

え
、
今
回
の
Ｌ
Ｐ
会
議
で
東

京
共
同
宣
言
２
０
２
６
を
発

出
し
た
い
。

結
び
に
、
万
防
時
報
の
15

頁
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
小
売
業

者
大
会
の
Ｌ
Ｐ
会
議
と
展
示

○
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る

「
ｈ
ｏ
ｇ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
（
保
護

司
）」
制
度

２
０
２
１
年
の
第
14
回
国

連
犯
罪
防
止
刑
事
司
法
会
議

（
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
）
で
は

「
京
都
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
、
再
犯
防
止
、
官
民
・
多

機
関
連
携
、
地
域
社
会
の
参

加
の
重
要
性
が
国
際
的
に
共

有
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は

「
再
犯
防
止
に
関
す
る
国
連

モ
デ
ル
戦
略
（
京
都
モ
デ
ル

戦
略
）」
へ
発
展
し
、２
０
２

５
年
に
国
連
犯
罪
防
止
刑
事

司
法
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た

後
、
同
年
12
月
18
日
に
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
日
本
独
自
の
更
生
保
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
「
ｈ

ｏ
ｇ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ（
保
護
司
）」

も
盛
り
込
ま
れ
た
。
保
護
司

は
、
地
域
の
信
頼
・
つ
な
が

り
を
犯
罪
防
止
や
社
会
復
帰

に
生
か
す
存
在
で
あ
り
、
ソ

正
対
策
の
両
面
で
新
た
な
Ａ

Ｉ
や
秤
の
技
術
が
進
む
こ
と

を
確
認
し
た
。
２
０
２
５
年

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
年
次

統
計
調
査
報
告
書
を
見
な
が

ら
対
策
状
況
を
確
認
し
た
。

総
じ
て
大
手
チ
ェ
ー
ン
ほ
ど

新
技
術
の
導
入
が
進
み
、
小

規
模
店
舗
は
な
か
な
か
新
技

術
の
導
入
が
進
ま
な
い
現
状

を
踏
ま
え
、「
不
正
対
策
付
き

フ
ル
セ
ル
フ
レ
ジ
」
の
導
入

に
際
し
、
補
助
金
制
度
や
税

制
優
遇
制
度
が
あ
れ
ば
中
小

規
模
の
店
舗
で
も
導
入
が
進

む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

「
経
済
民
主
主
義
」
と
「
防

犯
民
主
主
義
」
の
視
点
か

ら
、
そ
の
晩
、
主
務
官
庁
の

経
済
産
業
省　

商
務
情
報
政

策
局　

情
報
産
業
課
に
補
助

金
制
度
や
税
制
優
遇
制
度
に

関
す
る
相
談
の
メ
ー
ル
を
送

っ
た
。

ー
を
使
っ
た
大
型
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
案
件
は
正
式
な
契
約
を

済
ま
せ
、
11
月
に
納
品
予
定

で
す
。

・
10
月
の
科
学
保
安
検
定
講

習
に
は
当
社
か
ら
２
名
が
受

講
し
ま
す
。

・
講
習
に
は
す
ご
く
関
心
が

あ
り
、
ウ
チ
は
役
員
な
ど
も

受
講
い
た
し
ま
す
。

・
来
年
６
月
４
日
の
通
常
総

会
に
は
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ

ン
に
関
係
す
る
古
武
道
や
歌

劇
に
関
す
る
内
容
で
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ロ
ス
対
策
士
テ
キ
ス
ト

に
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
画
像
利
用
Ｑ

＆
Ａ
を
入
れ
た
い
。

・
各
種
の
環
境
セ
ン
サ
ー
や

濃
度
セ
ン
サ
ー
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ど
な

た
か
情
報
を
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

・
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
で
人
の
回
遊

を
分
析
す
る
会
社
で
す
が
、

11
月
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
入
会
し

ま
す
ね
。

◆
９
月
25
日
（
金
）
ア
ジ
ア

太
平
洋
小
売
業
者
大
会
・
展

示
会
「
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｌ　

Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ　

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０

２
６
」
に
出
展
す
る
大
手
Ｐ

Ｏ
Ｓ
レ
ジ
メ
ー
カ
ー
２
社
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
解
説
委
員
と
意
見

交
換
を
し
た
。
今
後
も
フ
ル

セ
ル
フ
レ
ジ
の
省
力
化
と
不

勉
強
会
は
、
ｉ-

Ｐ
Ｒ
Ｏ

の
大
熊
氏
か
ら
『
エ
ッ
ジ
記

録
型
ク
ラ
ウ
ド
録
画
サ
ー
ビ

ス
「
ｉ-

Ｐ
Ｒ
Ｏ　

Ｒ
ｅ
ｍ

ｏ
．」』と「
設
置
図
面
を
楽
々

作
成
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
ツ

ー
ル
」
に
つ
い
て
学
び
、
続

い
て
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ　

Ｒ
ｉ
ｖ
ｅ

ｒ
社
の
遠
藤
氏
か
ら
、
エ
ッ

ジ
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
・
端
末
組

み
込
み
と
複
数
Ｏ

Ｓ
・
混
在
ワ
ー
ク

ロ
ー
ド
統
合
の
未

来
像
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
ど

ち
ら
も
製
品
だ
け

で
な
く
新
た
な
人

の
つ
な
が
り
を
予

感
す
る
内
容
と
な

っ
た
。

【
理
事
会
・
勉
強

会
の
参
加
者
の
声

（
一
例
）】

・
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
メ
ン

バ
ー
は
ロ
ス
対
策

士
試
験
を
割
安
で

受
講
で
き
ま
す
。

合
格
者
に
は
図
書

カ
ー
ド
が
贈
ら
れ

ま
す
。

・
こ
の
デ
ザ
イ
ン

ツ
ー
ル
は
非
常
に

勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ク
シ
ス
社

も
こ
う
い
っ
た
ツ

ー
ル
が
あ
り
、
お

客
様
の
先
で
、
一

緒
に
映
像
や
Ｍ
Ａ

Ｐ
を
見
な
が
ら
打

ち
合
わ
せ
を
し
て

い
ま
す
。

・
ｉ-

Ｐ
Ｒ
Ｏ
社

の
ミ
リ
波
レ
ー
ダ

理
事
会
で
は
、顔
識
別
・
行

動
識
別
機
能
付
き
カ
メ
ラ
シ

ス
テ
ム
適
正
利
用
・
運
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
と
確
認

用
テ
ス
ト
問
題
を
確
認
し
、

『
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
認
定
個
人
情
報

利
活
用
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
個

情
委
主
催
の
対
象
事
業
者
研

修
を
修
了
し
た
者
）』の
新
バ

ッ
ジ
を
承
認
し
た
。

ニ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
カ
メ
ラ

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
例

Ｃ
ａ
ｓ
ｌ
ｅ
ｙ　

Ｄ
ｅ
ｅ

ｐ　

Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ｓ
：
デ
ー
タ
共
有
を
安
心

安
全
に
行
え
る
次
世
代
の
機

密
分
散
型
ス
ト
レ
ー
ジ
。

パ
ト
ラ
イ
ト
：
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
登
録
製
品　

公
共
交
通
機

関
事
例
、
メ
ー
ル
検
知
事
例

【
参
加
者
意
見
（
一
部
）】

・
今
ま
で
他
社
様
の
製
品

を
学
べ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
た
く
さ
ん
の
技
術
進

歩
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
で

す
。・

画
像
を
使
っ
た
見
守
り

機
器
の
「
安
全
面
の
規
格
」

を
官
民
一
体
で
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で

き
れ
ば
、
そ
れ
を
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

が
発
起
人
と
な
っ
て
推
進
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
日
曜
劇

場
『
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｔ
』
で
カ

メ
ラ
が
Ａ
Ｉ
に
ハ
ッ
キ
ン
グ

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

・
同
業
間
で
こ
の
よ
う
な

協
働
の
学
び
の
場
が
あ
る
の

が
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
魅
力
で
す
。

実
際
、
こ
こ
か
ら
新
た
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
世
の
中
が
安
全
に

な
っ
て
、う
れ
し
い
ね
、う
れ

し
い
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。 

◆
９
月
18
日
（
金
）
15
：
00

～
17
：
00
に
高
千
穂
交
易

（
株
）
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
と

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
第

３
回
理
事
会
・
勉
強
会
（
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
）
を
開
催

し
、最
初
に
新
会
員
の（
株
）

キ
ッ
ズ
ウ
ェ
イ
に
会
員
証
と

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
バ
ッ
ジ
が
贈
呈
さ

れ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
８
月
21
日
（
金
）
21
名
が

参
加
し
、
第
２
回
交
通
機
関

と
関
連
店
舗
の
保
安
強
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
交
換
会
議

を
開
催
し
た
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
国

土
交
通
省
鉄
道
局
総
務
課
危

機
管
理
室
が
参
加
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
が
参
加
企
業
と
参
加

者
の
意
見
で
あ
る
。
参
加
者

か
ら
は
、
今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
知
識
や
情
報
を
学
べ
た

と
の
声
が
あ
っ
た
。

【
発
表
順
】
企
業
名
は
略
称

キ
ヤ
ノ
ン
Ｍ
Ｊ
：
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｓ
登
録
製
品　

コ
ン
ク
リ

部
材
・
鋼
部
材
の
画
像
か
ら

Ａ
Ｉ
で
変
状
を
検
出

セ
ー
フ
ィ
ー
：
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
登
録
製
品　

駅
施
設
や
無

人
駅
の
警
備
、
本
線
や
施
設

の
点
検
等

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ー
ツ
：
Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
製
品　

鉄
道

関
係
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
例

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク

ト
：
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
製
品

　

エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
（
画
像
セ
ン

シ
ン
グ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）

ダ
イ
ワ
通
信
：
ｕ
ｇ
ｏ 

Ｐ

ｒ
ｏ
連
携
、
国
際
線
エ
リ
ア

の
警
備
・
案
内
業
務
を
効
率

化
ア
ク
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
：
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登

録
製
品　

国
内
の
鉄
道
事
例

ｉ-

Ｐ
Ｒ
Ｏ
：
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
登
録
製
品　

無
線
通
信
ユ

◆
７
月
24
日
（
金
）
第
９
回

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
検
定
講
習
会
を
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
し
た
。
今

回
は
ソ
ー
ス
タ
ギ
ン
グ
・
電

波
法
・
電
安
法
と
セ
ル
フ
レ

ジ
不
正
対
策
冊
子
の
説
明
を

行
っ
た
。
こ
れ
で
今
ま
で
の

累
計
参
加
者
数
が
２
１
７
名

と
な
っ
た
。
参
加
者
の
心
に

残
っ
た
総
括
コ
メ
ン
ト
を
お

伝
え
し
た
い
。「
見
る
人
・
気

に
か
け
る
人
」
の
言
葉
で
あ

る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

杏
林
社
の
清
永
で
す
。
私

は
ロ
ス
対
策
の
こ
と
が
知
り

た
く
て
５
年
前
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

に
入
会
し
、
そ
の
後
こ
の
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
検
定
講
習
会
を
受
講

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
僕
ら
か
ら
し
た
ら
敵
対

す
る
企
業
さ
ん
も
た
く
さ
ん

い
て
、
情
報
共
有
っ
て
本
当

に
し
て
も
ら
え
る
も
の
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
思

い
の
ほ
か
本
当
に
優
し
く
、

い
ろ
ん
な
専
門
家
に
、
く
り

か
え
し
売
り
方
、
技
術
面
、

関
係
法
令
な
ど
を
ご
教
示
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
総

務
委
員
会
に
所
属
さ
せ
て
も

ら
い
理
事
に
も
な
る
こ
と
が

で
き
、
広
い
知
見
、
深
い
智

慧
を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

講
習
会
も
そ
う
で
す
が
、
社

内
だ
け
で
、
ど
う
し
て
も
解

決
で
き
な
い
こ
と
を
、
相
談

で
き
る
会
だ
な
っ
て
実
感
し

て
い
ま
す
。

さ
て
、
10
月
16
日
に
第
６

回
科
学
保
安
検
定
講
習
会
が

あ
り
ま
す
。本
日
、本
日
学
ん

だ
講
習
会
の
上
位
ク
ラ
ス
で

す
。今
日
の
午
前
中
も
、私
は

こ
れ
ら
の
講
習
会
の
修
了
認

定
証
と
名
刺
を
持
参
し
、
新

規
の
ユ
ー
ザ
ー
様
と
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
そ
の
際
の
認
定
証
で
す
。

結
び
に
、
受
講
生
も
、
講
師

も
、
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

５
．
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ  

【
ミ

ッ
シ
ョ
ン
５
】 

ア
ポ
ロ
13
号
の
映
画
の
セ

リ
フ
を
３
人
で
読
み
上
げ
、

感
じ
た
こ
と
を
共
有
す
る
。

６
．
地
球
へ
の
帰
還 

【
ミ
ッ

シ
ョ
ン
６
】 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
印
象

に
残
っ
た
こ
と
を
チ
ー
ム
で

話
し
合
い
、
船
長
が
発
表
す

る
。

７
．
ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
の

交
流
タ
イ
ム  

自
由
解
散 

お
土
産
は
計
算
尺
、
ア
ポ

ロ
13
号
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス

バ
ッ
ジ
等

類
は
ど
う
し
て
宇
宙
へ
行
こ

う
と
す
る
の
か  

（
１
）
チ
ー
ム
分
け
・
担
当

交
代 

 

（
２
）
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
か

ら
考
え
る【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
】

（
３
）
宙
船
の
模
型
を
よ
く

観
察
し
、
情
報
カ
ー
ド
を
参

考
に
し
て
、
宇
宙
船
の
仕
組

み
を
考
え
て
み
よ
う
。 

２
．
最
初
の
決
断   
進
む
の

か
、
戻
る
の
か 

（
１
）
何
が
起
き
た
の
か
。

問
題
は
何
か
。
進
む
か
戻
る

の
か
を
判
断
す
る
。【
ミ
ッ
シ

ョ
ン
２
】 

３
．
軌
道
修
正
は
成
功
す
る

か （
１
）
円
形
計
算
尺
の
使
い

方 （
２
）
軌
道
修
正
の
計
算
を

行
う
。【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
】 

４
．
最
後
の
危
機   

ど
う
乗

り
切
る
か【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
】 

船
内
の
二
酸
化
炭
素
濃
度

を
ど
の
よ
う
に
下
げ
る
か
。

管
制
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た

装
置
を
実
際
に
手
に
取
り
、

分
解
し
な
が
ら
、
そ
の
仕
組

み
を
考
え
る
。

参
加
し
た
と
は
思
え
な
い
位

に
色
々
と
話
が
で
き
ま
し

た
。」と
い
う
メ
ー
ル
を
い
た

だ
い
た
。
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら

事
が
始
ま
る
。時
代
が
動
く
。

◆
８
月
７
日（
金
）第
４
回
フ

ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２

６
「
ア
ポ
ロ
13
号
あ
な
た
は

（
計
算
尺
を
使
っ
て
）
無
事

に
地
球
に
帰
還
で
き
る
か
」

を
高
千
穂
交
易（
株
）の
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
し
た
。

こ
の
企
画
は
総
会
員
数
60
社

達
成
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

２
０
２
４
年
の
第
１
回
フ
ァ

ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
「
電
波
っ

て
す
ご
い　

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

ラ
ジ
オ
手
作
り
セ
ミ
ナ
ー
」

か
ら
続
く
企
画
で
、「
子
供
達

に
数
学
や
科
学
技
術
の
言
い

知
れ
ぬ
感
動
を
伝
え
る
」
を

合
い
言
葉
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
親

子
が
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

下
記
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ

ア
し
て
無
事
に
地
球
に
帰
還

し
ま
し
た
。
特
に
計
算
尺
が

使
え
た
と
き
は
、「
す
ご
い
！

す
ご
い
！
」
と
親
子
で
歓
声

が
上
が
っ
た
。
会
員
数
70
社

達
成
と
創
立
25
周
年
に
ふ
さ

わ
し
い
楽
し
い
学
び
の
場
と

な
っ
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要

発
射
前  

本
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
配
布
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
を
見
る
。 

１
．
宇
宙
へ
の
挑
戦  

人

防
犯
環
境
設
計
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
い
う
用

語
は
用
い
な
か
っ
た
が
、
そ

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
織
り

込
ん
だ
。

○
万
引
防
止
対
策
に
活
か
す

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

事
例さ

ら
に
、
こ
れ
を
分
か
り

や
す
く
万
引
防
止
に
置
き
換

え
て
整
理
す
る
と
、
左
の
よ

う
な
表
と
な
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｅ

Ｄ
は
「
見
ら
れ
る
環
境
」
を

つ
く
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
は
「
見
る
人
・
気

に
か
け
る
人
」
を
つ
く
る
。

そ
し
て
両
者
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、「
見
ら
れ
る
環

境
」×「
気
に
か
け
る
人
」 

＝ 

店
舗
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
持
続
的
な
万
引
防
止
に
な

っ
て
い
く
。

○
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
日
々

の
研
鑽
の
場
で
具
現
化
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
を
Ｌ
Ｐ
に
活
用
す
る
こ
と

は
、
概
念
論
で
も
外
国
の
事

例
で
も
な
く
、
我
々
が
実
践

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務

だ
と
思
う
。
ち
な
み
に
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
の
会
議
で
は
、
初
め
て

の
皆
様
が
一
番
前
に
、
会
議

の
場
で
は
皆
平
等
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
、
遠
慮
な
し
が
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
流
な
の
で
あ
る
。
先
日

初
め
て
理
事
会
を
傍
聴
さ
れ

た
方
か
ら
、
そ
の
晩
「
会
長

の
お
人
柄
で
、
協
会
の
雰
囲

気
も
そ
う
で
す
が
、
皆
様
と

て
も
親
し
み
易
く
、
初
め
て

○
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
会

議
東
京
の
共
同
宣
言
作
成
に

向
け
て

10
月
９
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
小
売

業
者
大
会
・
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン

シ
ョ
ン
（
以
下
Ｌ
Ｐ
）
会
議

の
共
同
宣
言
案
の
な
か
に

「
再
犯
防
止
に
向
け
て
の
連

携
や
ｈ
ｏ
ｇ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
（
保

護
司
）」
と
「
災
害
時
の
協

働
」
を
加
え
た
。
９
月
26
日

（
土
）
朝
の
こ
と
で
あ
る
。

当
初
案
で
は
防
犯
環
境
設
計

（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
）
に
重
き
を

置
い
た
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
両
立
を
念

頭
に
お
き
、
そ
こ
か
ら
紡
が

れ
る
相
乗
効
果
を
宣
言
と
し

て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

防
犯
環
境
設
計
は
、
見
通

し
、
照
明
、
動
線
、
ア
ク
セ

ス
制
御
な
ど
物
理
的
環
境
を

工
夫
し
、「
犯
罪
を
し
に
く

い
場
所
」
を
つ
く
る
考
え
方

で
あ
る
。
一
方
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
人
々

の
信
頼
、
つ
な
が
り
、
規

範
、
情
報
共
有
や
助
け
合
い

を
通
じ
て
、「
犯
罪
を
許
容
し

に
く
い
社
会
」
を
つ
く
る
。

両
者
は
相
互
補
完
的
で
、
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
安
全
で
利

用
し
や
す
い
環
境
は
人
々
の

交
流
や
自
然
な
見
守
り
を
促

し
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
環

境
の
維
持
管
理
や
防
犯
活
動

を
強
化
す
る
。
こ
の
循
環
に

よ
っ
て
総
合
的
効
力
感
が
高

ま
り
、
店
舗
や
地
域
全
体
の

犯
罪
抑
止
力
が
向
上
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
宣
言
案
に
は

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
４ 

協
働
防
犯（
29
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
Ｌ
Ｐ
東
京
共
同
宣
言
２
０
２
６
に
織
り
込
む

工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
日
々
の
研
鑽
の
場
で
具
現
化
す
る

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）

清永理事よりの総括

出典　https://www.super.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/10/2025nenji-tokei-detail.pdf

Original Presentation




